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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、線維芽細胞増殖因子（FGF）ファミリーのメンバーです。FGFファミリーのメンバーは、広範な有糸分裂促進活性および細胞生存活性を有し、胚発生、細胞増殖、形態形成、組織修復、腫瘍の増殖および浸潤を含む様々な生物学的プロセスに関与しています。この遺伝子は、その腫瘍形成活性により同定されました。この遺伝子および別の腫瘍形成増殖因子であるFGF3は、染色体11の近傍に位置しています。両遺伝子の共増幅が、さまざまな種類のヒト腫瘍で確認されています。マウスホモログの研究では、ソニックヘッジホッグ（SHH）シグナル伝達経路を介した骨形態形成および四肢発達における機能が示唆されました。[RefSeq提供、2008年7月]、機能：ヒト胃腫瘍（HST）およびカルポジ肉腫（KS3）由来のNIH 3T3細胞を形質転換できます。細胞分裂を促進する活性を有する。,類似性:ヘパリン結合成長因子ファミリーに属する。,
	研究分野
	MAPK_ERK_Growth;MAPK_G_Protein;アクチンと細胞骨格を制御;がんの経路;黒色腫;
	画像データ
	

	FGF-4ポリクローナル抗体を用いたNIH-3T3、Hela細胞のウェスタンブロット分析。二次抗体は1:20000に希釈されました。

